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Despite the recent requirement of more visibility of learning outcomes, most higher 
education institutions in Japan have yet to develop the appropriate methodology for their 
assessment. U.S. counterparts, however, have quickly implemented both direct and indirect 
measures of learning outcomes in response to the Spellings Report issued in 2006. Focusing 
specifically on general education, this paper reports four cases of U.S. higher education that 
are renowned for their effective curriculum and unique methods of outcomes assessment. 
The reported cases are The Evergreen State College, Portland State University, Appalachian 
State University, and Clemson University, all of which were paid site visits in February, 
2014. It was found that all of the four institutions had created rubrics for each educational 
objective and applied them in assessing a random sample of learning records (student 
portfolios or transcripts). Implications and future tasks are discussed in terms of the 
portfolio review to be conducted at Nagasaki University. 
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に特化して、Collegiate Learning Assessment (CLA)、
Educational Testing Service Proficiency Profile 
(ETS-PP; 以前の Measure of Academic Proficiency 
and Progress, MAPP) 、Collegiate Assessment of 


















（Sternberg, Penn, Hawkins, & Reed, 2011）。 
ポートフォリオの評価にあたっては、達成目標ご
とにルーブリックを制作する必要があるが、米国で
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調査が利用されている。その代表は Cooperative 
Institutional Research Program（CIRP）のなかの







点をおく広範な事例研究（Kuh, Kinzie, Schuh, 






CIRP や NSSE における学修の自己評価と CLA ほ
かによる直接評価との間にはギャップがあること





































（Creative Inquiry）で知られている。これら 4 大
学のうち、エバーグリーン州立大学を除く 3 大学
は VSA に参加している。 
訪問調査は 2014 年 2月に実施した。以下、それ
ぞれの大学の調査結果を報告する。 
 
3. エバーグリーン州立大学 5 
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学などで GPA が必要な場合は、GPA 換算も可能








提供し、原則としてそれぞれ 1 学期に 1プログラ
ムを担当することになっている。この背景には、
















プログラムの多くは 1 年間継続するが（16 単位




常 1 学期に 1 プログラムのみを選択する。1 プロ
グラムの定員は 25～70 人程度で、教員 1 人あたり
大体 25 人の換算である。多くの場合、教員 2～4
名によるチームティーチングが行われる。 
プログラムでは lecture, group project, lab, field 

















9 月には年度初めのキックオフ合宿が 1泊 2 日で
行われ、11 月にも 1 日リトリートが実施される。
とくに教員向けのマニュアル類があるわけではな
いが、教育方法の根拠となる実践思想が共有され
ている（Finkel, 2000 など）。 
学生の学修支援のためには Centers for Active 
Student Learning (CASL)があり、そこに 2 つのセン











The Empty Space: Performance, 
Movement and Theatre 
Critical and Creative 
Practices 
Silence, Solitude, Laziness and 
Other Pillars of the Good Life 
Culture, Text and 
Language 
How Language Works 
Environmental 
Studies 
Food: Coevolution, Community 
and Sustainability 
Expressive Arts Myth, Magic and Method in 
Theatre and Dance: A 
Midsummer Night’s Dream 




Stewardship and Change 
Sustainability and 
Justice 
Practice of Sustainable 
Agriculture 
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写真 1 大学のメインスクエア 
写真 2 授業風景 1（光と色のワークショップ） 






①Articulate and assume responsibility for your own 
work.（自分の責任を明確にし、それを担うことが
できる） 
②Participate collaboratively and responsibly in our 
diverse society.（様々な背景の人と協働できる） 
③Communicate creatively and effectively.（創造的か
つ効果的なコミュニケーションができる） 
④ Demonstrate integrative, independent, critical 
thinking.（統合的で自主的かつ批判的な思考がで
きる） 
⑤Apply qualitative, quantitative and creative modes 




⑥As a culmination of your education, demonstrate 
depth, breadth and synthesis of learning and the ability 





の 5 つの焦点として、Interdisciplinary Study（学際
性）、Collaborative Learning（協働）、Learning across 
Significant Differences（共生）、Personal Engagement
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Office of Institutional Research and Assessment によ





















(3) NSSE(National Survey of Student Engagement) 
Evergreen は、NSSE（初年次と 4 年次を比較す
る全国的標準調査）に 2000 年以降参加しており、
全体的な位置の把握だけでなく、同じカーネギー
分類（Master’s Colleges - Smaller Programs）の参加
校や COPLAC（Council of Public Liberal Arts 
Colleges）のコンソーシアムでの比較をしている。
初年次･4 年次ともスコアは相対的に高く、直近の




高く （ The Evergreen State College Office of 




表 2 2012 年度の NSSE の結果 
ベンチマーク 初年次生 4 年次生
学習の質と量 上位 10% 上位 10%
アクティブかつ協働での学習 上位 10% 上位 10%
学生と教員の密な関わり 上位 10% 平均以上
教育的経験の深まり 上位 10% 平均以上
支持的なキャンパス環境 平均以上 平均以上
注 The Evergreen State College Office of Institutional Research 
and Assessment., 2012 より作成 
 
4. ポートランド州立大学 









ラムとして、1 年次から 4 年次に亘って、8科目 45
単位を系統的に履修することを求めている（表 3）。 
 




































＊Junior Cluster とも 
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なかでも特徴的なのは、新入生に提供される
Freshman Inquiry、FRINQ（フリンク）である。ほ
かの UNST の科目が 1 学期で履修が完了するのに
対し、FRINQ は、1 学年 3 学期間（1 学期は 11週、
授業 10週+期末試験 1週）、1 つの科目として運用
される。同一学生集団を、同一教員が、1 年間、
継続的に指導するのである。表 4 に、現在 FRINQ
で提供されているテーマを示した。1 つのテーマ








表 4 Freshman Inquiry のテーマ 
1 Design & Society 
2 Globalization 
3 Human /Nature 
4 Life Unlimited? 
5 Portland 
6 Power and Imagination 
7 Race and Social Justice 
8 Sustainability 
9 Way of Knowing 
10 The Work of Art 
 
FRINQ では週に 4 回、セッションが行われる。
日本の授業にあたる、教員が参加するメイン・セ
ッションが週に 2回（1回 75 分）開かれる（写真
4、5）。 










写真 4  FRINQ メイン・セッションの様子 1 
（左奥の女性が教員） 
写真 5  FRINQ メイン・セッションの様子 2 
（右側、立っている男性がメンター） 
 
表 5 Sophomore Inquiryおよび Junior Clusterのテーマ 
1 American Studies 
2 Understanding Communities＊1 
3 Design Thinking, Innovation, Entrepreneurship 
4 Environmental Sustainability 
5 Families and Society 
6 Freedom, Privacy, and Technology 
7 Gender and Sexualities Studies 
8 Global Environmental Change 
9 Global Perspectives 
10 Healthy People/Heathy Places 
11 Interpreting the Past 
12 Knowledge, Values, and Rationality 
13 Leading Social Change 
14 Popular Culture 
15 Natural Science Inquiry＊2 
＊1 Junior Cluster では、Community Studies 
＊2 Junior Cluster では、Science in the Liberal Arts 
 
2 年次で履修する SINQ のテーマは、表 5 の通
りである。各学部学科から科目が提供され、学生
はこれらの科目の中から 3 つの科目を自由に選択
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し履修する。同一テーマ内で選択する必要はなく、
最大 3 つのテーマを履修することが可能である。
ただ、3 年次で履修する Upper Division Cluster に
おいて、SINQ で履修したテーマの中から 1 つの
テーマを選び、学修を深化することを求めている。 
SINQ のセッションは教員によるメイン・セッ
ションが週 2 回（1 回 75 分）、メンターによるメ















UNST は、4 つの目標、つまり Inquiry and Critical 
Thinking 、 Diversity of Human Experience 、





表 6 学修成果の評価方法 
実施年次  
評価方法 
1 2 3 4 
(1) 学生調査＆授業評価 ○ ○  ○
(2) ポートフォリオ・レビュー ○ ○  ○





1 年次と 2 年次の間で異なる箇所を示したもので
ある。これは 1 年次で履修する FRINQ 科目は 1
学年 3 学期間継続されるため、年単位の評価にな




表 7 学生調査＆授業評価の実施スケジュール 



















































































1 年次と 2 年次の年度初めに行われる Prior 
Learning Assessment は学生調査、そのほかは授業
評価の性格を持つ。年度初め 2週間以内に実施さ
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分程度）を伴う。この学生によるポートフォリオ
のレビューが、1 年次と 2 年次の春学期終了後に
行われる。たとえば 2013 年の場合、1 年次の学生
のポートフォリオの中で、228（18％）の ポート
フォリオがランダムに選ばれた。2 人のレビュア
ーが UNST の 4 つの目標に対し、ルーブリック（6
点満点）で採点する。40～50名の教員及び大学院
生がレビュアーとして参加し、1 つの教育目標に
つき 1 日、計 4 日間、レビュー作業が行われた。 
一方、教員によるコース・ポートフォリオのレ
ビューは Senior Capstone 科目において行われる。







ーでは、UNST の 4 つの目標中、フォーカスする
ものが決められた。2008 年度は Diversity of Human 
Experience 、 2009 年 度 は Ethical and Social 
Responsibility、2010 年度は Communication、2011










































知識を重視する Liberal Education と読み・書き・






図 1 教養教育プログラムモデル 
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①Thinking critically and creatively 
②Communicating effectively 
③Making local to global connections 



























































図 2 ポートフォリオの例 
米国大学における学修成果の評価 















（Academic Advising Center） 
 



























5.6 IR 部門の役割  
学生の教務情報等を含めた全学的組織として、






























図 3 Advising Planner の例 
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と Distributed Coursework の 2 つのコースワークか
らなる。General Education Coursework は 6 つの科
目群から構成される。また、Distributed Coursework
は、 Academic and Professional Development と







General Education Courseworkの31単位、Distributed 
Coursework の 2 単位の計 33 単位である。それぞ
れのコースワークと科目群における必要単位数を
表 8 に示した。 
教養教育において獲得されるべき能力は 8 つあ
り(表 9)、これらは後述の e-Portfolioで評価される。
Ethical Judgment と Critical Thinking 以外の能力に
ついては、教養教育で開講されている科目群と直











表 8 教養教育の科目群と必要単位数 
科目群 単位










Natural Science with Lab




B. Mathematical,  













3E. Cross-Cultural  
Awareness 
計 3
各科目から選択 3F. Science and  
Technology in Society 計 3
Distributed Coursework 合計
2





表 9 教養教育において獲得されるべき 8 つの能力 
（G. Communication を除く） 











F. Science and Technology in Society：科学、技術、そして
社会の間の複雑な相互作用によって引き起こされた問題















を、Showcase/Professional e-Portfolios, Learning 
e-Portfolios, Assessment/General Education e-Portfolios
の 3 つのタイプにわけている。教養教育での 8 つ
の能力の獲得は卒業要件であり、Assessment/ 
General Education e-Portfolio を通じて評価される。
学生は、8 つの能力の習熟レベルを実証する成果
物を e-Portfolio に示さなければならない。 











 2014 年 2月の訪問時には、e-Portfolio に提出さ
れた各学生の成果物は、Academic Success Center

















例を表 10 に示した。 
 
表 10 教養教育のルーブリックの例‐批判的思考 






















6.4 特徴的な学部教育―Creative Inquiry 
 クレムソン大学では、学部生の積極的な関与を



























Creative Inquiry では、1 プロジェクトあたり(6
人程度のグループに対して)、2000 ドルが与えら
れる。各教員が必ず何らかのプロジェクトを行う
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か否かは、学部の判断による。プロジェクトにお
ける教員は「メンター」と呼ばれ、メンターとし


















学生には Creative Inquiry に参加することが推奨
されるが、必ずしも参加しなければならないわけ
ではなく、インターンシップやサービス・ラーニ



























faculty ownership を高める重要な契機となる。 
 アパラチア州立大学では、4 項目の達成目標に
































図 4 Creative Inquiry での成果
を発行する雑誌「Decipher」 
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を導入し、大学 IRコンソーシアムにも参加してい















～3 節および 7 節は山地、4 節は劉、5 節は川越、
6 節は橋本優が担当した。 
2. Association of Public and Land-grant Universities 
(APLU) と American Association of State Colleges 
and Universities (AASCU)の 2 団体であり、520 を
越える公立大学が加盟する。合計で約 750 万人の
学生数を有し、米国での年間学士授与数の約 7 割
を出す。2015 年 1 月現在、VSA には加盟校の約
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